2014年9月度　つぎ夢研究会定例会議事録
2014年9月21日（日）17：30～20：00
司会：小幡先生
■諸連絡：高久先生
	・高久先生より、連絡事項がありました。
・次回弁護士さんのお話を予定
	


■独立診断士1年目奮闘記：有松先生
	◆自己紹介
・元SE（金融系）

・2013年3月に独立開業

◆独立するまで
・診断士取得の動機
1 取得すると会社の資格手当が良かったから

2 フリーになった際に役立ちそうだったから
3 時間があったから
⇒病気で休んでいる期間に退社し勉強に集中

・開業するまでの準備作業

　「個人事業開業申請書を書いたのみ！」

◆独立してからの仕事
【独立一年目】
○１Q

＜やったこと＞
・大学の先輩（社労士）からの仕事を受注

・士業交流会などの各種交流会に参加

・診断士の勉強会に参加
・行政書士を取得しようと思い、勉強
○２Q

＜やったこと＞
・高久先生の公募作業に積極的に参加
　（商店街支援・ＫＩＰドリカムサロン・セミ総研）
・参加する勉強会の対象を絞る
　→自分に明確な強みを持っていたので他の士業からも仕事を振りにくいと感じた
・ＴＡＣ採点講師、他の診断士からの作業を受注
＜心境＞
※経験していない分野では、自分が診断士として力になれることがない。
※○○が得意というものを確立しようとしていた。
○３Q

＜やったこと＞
・商店街支援の継続
・とある診断士の勧めで、紹介会社に登録
・平２５会での実務案件に参加
＜心境＞
※成果が薄いような・・・
※診断士にこだわらなくても・・・
※ＩＴの短期バイトも・・・
○４Q

＜やったこと＞
・テクヨコに参加
・補助金申請サポータ登録
・高久先生の教室講座の採点
・千葉県産業振興センターの専門員に応募
＜心境＞
※事業再生は性格的に合わない
※期待していなかった縁が、少しだけつながり始めた
※最悪、ＩＴに戻ればいいからもう少し頑張ろう
【独立二年目】
＜やったこと＞
・補助金申請サポーターによる案件受注。審査等。
・高久先生経由で、とある会社の営業実施
・川崎市産業振興財団の仕事がポツポツ（過去に名刺交換をした縁から紹介）
・補助金絡みの支援要請がポツポツ（士業交流会の縁で紹介）
＜心境＞
※急にいろいろな縁が繋がりだした
※なにが繋がるかわからない。食べず嫌いは良くない
※これが噂の補助金バブル
＜やっていること＞
　補助金申請で関わった先への継続支援
＜心境＞
※営業ツールを開発しないと（自分の強みを整理したい）
※実績の整理をしないと
※無料は良くない（無料ならばその理由も説明必須。）
　→有料であることで受け手の本気度合いも異なってくる
※半年後どうなっているんだろう
◆まとめ

※どのような繋がりが生まれるかわからない。
　
・会社を辞める前に、方向性を考える
・企業内診断士の内に、ノウハウや人脈を作っておく
・独立しても意外と何とかなる
・強みは大事。でもこだわりすぎて、頭が凝り固まるのも×
・仕事は、原則何でも引き受ける
・無料は、自分の価値を下げる。顧客満足度も低くなる
※ノープランでも何とかなる。トライ＆エラーが大事！
【次回】～小林先生の独立診断士奮闘記～
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■強みプレゼンリレー
①発表者：那波先生
	○関連会社の社長として実行したこと
・就任当時１億５千万の赤字。人的リストラではなく、売り上げを高めることで解決を図った。
・主要顧客先から不満などの自社の問題を抽出
・顧客中心の企業理念・経営理念の制定、新たな企業文化・企業風土の構築
・中長期ビジョンの策定・実行
・全員参加による経営会議の設定：社員全員の目標の設定と行動計画の策定・発表
・組合との定期的な懇親会の実施と情報交換の実施：組合との信頼関係の構築
・企業ブランドの構築
　ex.ＩＳＯ９００１、全社品質キャンペーンの実践、全社イメージアップ運動の実践・挨拶、電話応対、言葉遣い、身だしなみなど。
・最適なプロダクトミックス→利益の最大か
・営業活動の強化
　ex.商社機能の新設を行い、自社対象外の製品も扱えるようにし
顧客利便性を高めて売り上げの増加を図った。
・ＣＦの改善
・将来に向けての設備投資の実施
・業績に応じた従業員への還元（給与・賞与など）
○強み
・中小企業の社長としての経験から、悩みを分かちあえる。
・会社再建の経験
・幅広い経験
・経営分析を５分以内にできる
○今後
・社長の相談相手となり一緒に悩み、一緒に経営改革を行う。
・事業再生プロジェクトに参加しさらに経験を積みたい。
・他社との連携で弱みを保管
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■会場係募集
	■会場係
・メールなどで今後募集
	


■銀行融資と経営改善計画書：上遠野先生
	○銀行融資
＜流れ＞
融資申し込み→融資規模等によって支店or本部で決済
＜貸し出し方法＞
手形貸付：主に短期
証書貸付：主に長期
商業手形割引
当座貸越
その他、支払承認
※融資資金には目的（機能）がある。経常運転資金や季節資金、賞与資金、設備資金など。
＜融資に当たって＞
銀行取引約定書、担保や保証が必要。
○債務者区分と経営改善計画書
・金融検査マニュアルによって、銀行の資産査定が統一化。
　→銀行間で債務者区分が異なると問題に。
＜信用格付け＞
以下のようなものを参考に格付け
・財務分析等の定量分析
・販売力・技術力等の定性分析
・実態ＢＳや経営者の資産などの中小企業特性
・（参考要因））貸し出し実績、担保、評判、貸し出しシェア
＜債務者区分＞
正常先・要注意先・破綻懸念先・破綻先と分かれている。
これに債権区分を掛け合わせて不良債権の判定を行う。
＜中小企業金融円滑化法＞
・経営改善計画書を提出する見込みがあれば、不良債権認定の猶予が与えられる。
＜中小企業の経営改善計画書の作成基準＞
計画期間は５～１０年
計画終了時に債務超過解消など
計画終了時に有利子負債の返済期間がＦＣＦの１０年以内
○経営改善計画書
多くのステークホルダーが関わってくる。
＜財務ＤＤ（デューデリジェンス）＞
実態的な債務超過額の確定
計画を実現するための収益力の測定
ＣＦに粉飾がない
＜事業ＤＤ＞
不採算事業の絞り込みを目的として行う。
＜ＤＤの結果を計画書へ反映させる＞
①ＰＬの計画へ落とし込み
②ＢＳの計画へ落とし込み
③ＣＦの計画と返済計画に落とし込み
＜雛形＞
政策金融公庫や中小企業庁などから出ているので参考に
＜まとめ＞
事業再生はこれからが正念場
現行の金融検査マニュアルがある限り、経営改善計画書の需要はある。
再生支援は計画作成後が本当の山場
独力では難しい。力を合わせることが大事！
重い
貸し手からしてみると、基本的に貸したい思いはある。
しっかりとした経営計画があるとかなりポジティブにみてもらうことができる。
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■つぎ夢研究会アンケート結果の連絡：田淵先生
	・講演に期待する意見が多い
・また、企業内診断士がポイント案件に携わりたいという意見が多い。
・「つぎ夢でこんなことをやりたい」をテーマにプレゼン大会
・疎遠になっている会員を集める企画
・つぎ夢バーチャルオフィス
	


■実務診断のプチ秘伝③：高久先生
	実務診断に関するとても有意義なお話がありました。
	


次回日程　2014年11月30日（日）17：30～
以　上
1

